
人口と世帯（平成 22年 7月 1日現在）　1,718 世帯　（+1）　男 2,563 人（-1）　女 2,728 人（+3）　計 5,291 人（+2）

尾瀬の郷  
月

第 1号  昭和 30年 6月

発行  片 品 村 役 場 

1 
Oze-no-Sato  Katashina 

今 

月 

の 

紙 

面

7
平成 22年（2010）

No .660

　沼田公園グランドを会場に消防ポンプ競技会が行われました。片

品村からは小型ポンプの部に第４分団・自動車ポンプの部に第８分

団が参加しました。詳細は４ページ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影：６月６日）

利根沼田消防ポンプ操法競技会
ニュース（三山で山開き式開催 他） 4～ 6

おしらせ（児童扶養手当の支給 他） 10 ～ 15

いたずらわんぱく・窓口から 16

禹王の碑　特集 2～ 3

我が家の自慢料理・方言 7

教育・生涯学習 8～ 9

お
祭
用
品 

曳
き
山
車 

購
入

　

こ
の
た
び
、
片
品
村
で
は
、
平

成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
助
成
を
受
け
土
出
地
区
お
祭

り
用
品
（
曳
き
山
車
）
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
（
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、

そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
を

行
う
た
め
に
、
自
治
宝
く
じ
の
収

益
金
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

土
出
地
区
の
行
事
に
積
極
的
に

活
用
さ
れ
、
地
域
の
連
帯
感
や
、

自
治
意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
出
地
区
の
曳
き
山
車
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休日の病院（緊急時）7月 　8月

納期は 8月 2日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

さん千明　利江
  ちぎら　　　   りえ

２4歳
昭和 61 年 3月 31 生まれ　　父　勉　　母　由美子

（東小川）

３．片品をどう思いますか
　1度、片品を出ましたが緑に囲まれて水もおいしくて改めて
　良い所だと思います。

１．何処へお勤めですか 　
　ゴルフクラブ 
　スカイリゾート

２．趣味は何ですか　
　アウトドア・旅
　スノーボード　

４．村内のおすすめスポットは　
　花咲の川　　BBQには最高です。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　まだまだ何も分からず半人前の私ですがこれからもよろしく
　お願いします。

５．好きな異性のタイプ　
　アウトドア好きで良く笑う人
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亡
く
な
ら
れ
た
方
４
人

６．目標があれば教えてください　
　海外移住

窓   

口   

か   

ら

平
成
22
年
５
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　

平
成
22
年
６
月
19
日

萩
原　

芳　

造　

 

83
歳　

土　

出

星
野　

清　

吉 　

96
歳　

下　

平

永
井　

さ　

く 　

87
歳　

針　

山

星
野　

キ
ミ
エ　

 

83
歳　

御
座
入

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
野　

一　
　

女　

羽
鈴　

土
出

萩
原　

新
也　

女　

小
陽　

戸
倉

う
り
ん

こ
は
る

お

め

で

た

お

く

や

み

７
／
10
頃
〜

　
　
　
　

尾
瀬
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
開
花

７
／
10　

越
本
祇
園
祭

７
／
17　

東
小
川
夏
祭

７
／
18　

花
咲
祇
園
祭 

７
／
24　

笠
科
神
社
夏
祭

７
／
25　

武
尊
神
社
夏
祭

７
／
30　

戸
倉
天
王
祭

７
／
31　

尾
瀬
戸
倉
温
泉
納
涼
花
火
大
会

８
／
７
・
８　

　
　
　
　

川
口
た
た
ら
祭
特
産
品
販
売

８
／
７
・
８　
　

　
　
　
　

蕨
市
機
ま
つ
り
特
産
品
販
売

命名について

将来は・・・

（父）星野　孝則  （母）裕美（築地）のお子さん

夢来ちゃん 平成 21年 6月 24 日生まれ

みらい

今月の
納期は

国 民 健 康 保 険 税
固 定 資 産 税
上 下 水 道 料

１７日（土）沼田脳神経外科
１８日（日）国立沼田病院
２４日（土）内田病院
２５日（日）利根中央病院
３１日（土）国立沼田病院

　１日（日）沼田脳神経外科
　７日（土）月夜野病院
　８日（日）利根中央病院
１４日（土）利根中央病院
１５日（日）沼田脳神経外科

第 1期
第 2 期
第 2 期

「夢」という字を名前に入れたかったの
と、明るいイメージ・響きが気に入り「夢
来」と名づけました。

命名について

将来は・・・

（父）星野　智弘（母）恭恵（須賀川）のお子さん

将輝ちゃん 平成 21年 7月 9日生まれ

まさき

助ける意味や強さのある「将」と、光が
広がるの「輝」を合わせて「将輝」と命
名しました。

まずは健康。明るさと優しさの有る人に。
常に勉強する気持を忘れず、幅広い知識
や見識の有る人になってほしい。

お兄ちゃん達に負けないぐらい、元気に
たくましく育ってもらいたいです。
そして、幸せな人生を歩んでほしいと願っています。

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
２
人

『
村
内
商
品
券
の
期
限
切
れ
』

に
つ
い
て

　

商
工
会
発
行
の
商
品
券
も
お
陰
様

で
９
年
経
過
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は

御
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
商
品
券
は
半
年
毎
に

期
限
を
表
示
し
て
い
る
た
め
「
利
用

が
出
来
な
い
の
で
は
」
と
、
問
合
せ

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
期
限
切
れ
の

商
品
券
も
御
利
用
出
来
ま
す
の
で
、

商
品
券
取
扱
い
加
盟
店
で
御
利
用
下

さ
い
。　
　
　
　
（
片
品
村
商
工
会
）



02

特集　禹王の碑

広 報 か た し な        H22 . 07

特集　禹王の碑

03 広 報 か た し な        H22 .07

特
集　

禹
王
の
碑

　

片
品
村
に
は
「
禹
王
の
碑
」
と
い

う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
は
黄

河
の
洪
水
被
害
を
長
い
奮
闘
の
末
に

克
服
し
、
治
水
利
水
の
功
績
の
あ
っ

た
支
那
の
禹
王
（
約
４
千
年
前
）
を

祭
っ
た
も
の
で
す
。
禹
王
と
は
中
国

の
正
史
「
史
記
」
や
教
科
書
、
日
本

最
古
の
歴
史
書
で
あ
る
「
古
事
記
」

に
も
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
は
京
都
御

所
に
も
禹
王
屏
風
が
飾
ら
れ
て
い
る

偉
大
な
人
物
で
す
。

　

現
在
日
本
国
内
に
十
数
基
し
か
な

い
碑
は
大
変
価
値
が
あ
る
と
い
わ

れ
、
特
に
片
品
村
の
碑
は
「
篆
書
体
」

と
い
う
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

片
品
村
も
そ
の
昔
洪
水
の
被
害
が

あ
り
、
そ
れ
を
治
め
る
た
め
に
地
元

住
民
が
共
同
で
碑
を
建
て
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
11
月
に
は
神
奈
川
県
開
成
町

に
て
「
第
１
回
全
国
禹
王
文
化
ま
つ

り
」（
禹
王
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

※

篆
書
体　

現
在
で
も
印
象
な
ど
に

用
い
ら
れ
て
い
る
古
代
文
字
の
一

種
。

※

治
水　

洪
水
・
高
潮
な
ど
の
水
害

や
、
地
す
べ
り
・
土
石
流
・
急
傾
斜

地
崩
壊
な
ど
の
土
砂
災
害
か
ら
人
間

の
生
命
・
財
産
・
生
活
を
防
御
す
る

た
め
に
行
う
事
業
の
こ
と

※

利
水　

河
川
や
河
川
に
伴
う
遊
水

地
、
湖
沼
な
ど
か
ら
水
を
引
き
そ
の

水
を
利
用
す
る
こ
と

『
禹
王
の
碑
』

○
片
品
村
の
「
史
跡
」
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
。
片
品
村
の
指
定
文
化

財
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
２
年
２
月

20
日
。
管
理
者
は
古
仲
組
長
。

禹
王
碑
顕
彰
会
会
長　

宮
田　

勝

　

禹
王
の
原
碑
が
昨
年
中
国
衡
山
で

発
見
さ
れ
、
中
国
は
勿
論
日
本
で
も

一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
片
品
村

に
も
立
派
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。
古
仲
の
桐

の
木
橋
を
渡
っ
て
す
ぐ
左
側
の
河
川

敷
広
場
の
近
く
に
、
台
石
共
に
高
さ

三
米
程
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

碑
は
明
治
七
年
に
星
野
誉
一
郎
さ
ん

が
有
志
に
図
っ
て
建
立
し
た
も
の

で
、
碑
文
は
原
碑
と
殆
ど
同
じ
く
見

事
な
篆
書
で
七
十
七
文
字
が
刻
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
碑
文
は
会
津
藩
校
の

教
授
親
章
先
生
が
書
い
た
も
の
で

す
。
誉
一
郎
さ
ん
は
、
永
く
戸
倉
関

所
の
関
守
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
明
治
二
年
関
所
が
廃
止
さ
れ
勤

め
が
終
わ
っ
た
の
で
、
毎
年
の
様
に

大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
村
を
何

と
か
救
お
う
と
一
大
決
心
を
し
て
、

旧
古
仲
城
跡
で
二
十
一
日
間
断
食
を

し
て
、
若
い
頃
教
え
を
受
け
た
親
章

先
生
を
頼
り
、
会
津
迄
出
向
き
、
村

の
窮
状
を
訴
え
懇
願
し
て
揮
毫
し
て

貰
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
様
に
誉
一
郎
さ
ん
が
生
死

禹
王
碑
の
由
来

を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
関
守

と
い
う
公
職
に
就
い
て
い
た
知
性
と

郷
土
愛
に
燃
え
た
義
侠
心
か
ら
発
想

さ
れ
た
も
の
思
料
さ
れ
ま
す
。
時
に

六
十
八
歳
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
禹
王
は
今
か
ら
四
千
八
十
年

前
舜
帝
よ
り
黄
河
の
治
水
と
農
地
の

開
拓
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
三
年
間
も
家

に
帰
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服

し
、
遂
に
大
事
業
を
成
し
遂
げ
、
中

国
の
安
定
繁
栄
に
努
め
た
功
績
に
よ

り
、
舜
帝
よ
り
禅
譲
さ
れ
、
夏
の
国

の
皇
帝
に
な
っ
た
と
史
記
に
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
日
本
で
は
七
一
二
年
和
銅
五

年
元
明
天
皇
の
命
令
で
、
太(

お
お

の)

安
麻
呂
が
完
成
し
た
古
事
記
に

禹
王
の
事
が
記
さ
れ
、
現
在
で
も
京

都
御
所
の
天
皇
の
居
間
で
あ
っ
た
所

に
禹
王
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

七
一
二
年
と
い
う
と
遣
唐
使
の
吉

備
真
備(

き
び
の
ま
き
び)

や
玄
昉

(

げ
ん
ぼ
う)

が
唐
か
ら
史
記
を
持

ち
帰
っ
た
七
三
五
年
よ
り
以
前
の
事

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
に
禹
王
の
事
は
天
平
時
代

の
初
め
か
ら
日
本
中
に
知
ら
れ
、
水

害
を
う
け
た
各
地
に
石
碑
が
建
て
ら

れ
、
全
国
で
十
一
ヶ
所
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
立
派
な
文

化
遺
産
を
大
切
に
保
存
す
る
と
共

に
、
村
の
発
展
の
為
に
大
い
に
活
用

し
文
化
に
観
光
に
寄
与
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

来
村
の
際
の
村
長
（
左
）
と

開
成
町
長
（
右
）

禹
王
の
碑 

冬
期
間
の
様
子

『
禹
皇
帝
碑
文　

解
読
』 

     

『
説       

明
』

(
)

(
)

片品村鎌田の信号から国道 401
号線を進み、土出戸倉バイパス・
旧 401 号線分岐を直進。古仲の
桐ノ木橋を渡ってすぐ左の河川
敷広場

 ☆禹王の碑までのアクセス☆

禹王の碑

う　
　

 

お　

う

て
ん
し
ょ
た
い
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三

山

で

山

開

き

平
成
22
年
度
利
根
沼
田
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

　

日
本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
て
い
る

至
仏
山
（
２
２
２
８
ｍ
）
日
光
白
根

山
（
２
５
７
８
ｍ
）
上
州
武
尊
山
（
２

１
５
８
ｍ
）
の
山
開
き
が
そ
れ
ぞ
れ

の
登
山
口
で
行
わ
れ
、
地
元
の
観
光

産
業
の
発
展
と
登
山
者
及
び
関
係
者

の
安
全
を
願
う
催
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

武
尊
山
山
開
き
に
は
、
交
流
を
深

め
て
い
る
日
光
市
か
ら
斉
藤
市
長
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
者
に
も
初
め
て

ご
参
加
い
た
だ
き
、
市
長
か
ら
は
、

ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
山

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
が
、
訪
れ
る

大
勢
の
お
客
様
の
安
全
を
願
う
と
同

時
に
村
民
の
皆
様
も
登
山
の
際
は
事

前
に
し
っ
か
り
と
し
た
計
画
を
立

１
５
０
０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

旅

フ

ェ

ア

で

片

品

村

を
Ｐ
Ｒ

て
、
安
全
で
楽
し
い
登
山
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子

祝
辞
を
述
べ
る
日
光
市
長

武尊山山開きで初演奏を行った
花咲アルプホルンクラブ

　

６
月
６
日
（
日
）
沼
田
公
園
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
、
消
防
団
員
の
機
械

器
具
の
取
扱
い
と
操
作
技
術
の
向
上

を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

第
四
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に

第
八
分
団
が
出
場
、
４
月
下
旬
か
ら

東
消
防
署
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
毎

晩
練
習
を
重
ね
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
両
分
団
と
も
に
第
七
位

で
お
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が

素
晴
ら
し
い
繰
法
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

出
場
分
団
の
選
手
・
役
員
の
皆
さ

ん
長
期
に
わ
た
り
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。
ま
た
、
激
励
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
の
心
強
い
ご
声

援
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
第
四
分
団
）

　

指
揮
者　

星　

野　

佳　

幸

　

１
番
員　

星　

野　

隼　

亮

　

２
番
員　

星　

野　

重　

雄

　

３
番
員　

金　

子　

成　

徳

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
第
八
分
団
）

　

指
揮
者　

星　

野　

武　

志

　

１
番
員　

星　

野　

公　

宏

　

２
番
員　

小　

林　

澄　

山

　

３
番
員　

佐　

藤　

安　

彦

　

４
番
員　

左　

部　

洋　

介

第四分団第八分団

　

５
月
28
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）

の
３
日
間
、
千
葉
県
に
あ
る
幕
張

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
「
旅
フ
ェ
ア

２
０
１
０
」
に
参
加
し
、
見
頃
を
迎

え
て
い
る
尾
瀬
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や

武
尊
・
丸
沼
の
現
在
の
様
子
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。

　

旅
フ
ェ
ア
は
、
１
９
９
５
年
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
る

国
内
最
大
級
の「
観
光
総
合
見
本
市
」

で
す
。

　

地
域
の
伝
統
や
文
化
を
ス
テ
ー
ジ

で
披
露
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
よ

り
、
来
場
者
と
、
地
域
・
観
光
関
連

団
体
・
企
業
が
一
体
と
な
っ
て
国
内

観
光
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
３
日
目
に
は
、
片
品
村
の

湧
水
な
ど
が
当
た
る
無
料
抽
選
会
が

３
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

群馬県ブースで片品村をＰＲ

　

６
月
20
日
（
日
）
武
尊
１
５
０

０
ｍ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
武
尊
牧

場
三
合
平
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
で
第
24
回
を
迎
え
た
こ
の

お
祭
り
は
、
武
尊
牧
場
の
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
時
期

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
『
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
』

『
尾
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
』、『
ノ
ー
ム
・

ザ
・
オ
カ
リ
ナ
』、『
フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
Ｋ
Ｍ
Ｃ
』
の
演
奏

や
沼
田
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
協
会
に

よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

恒
例
に
な
っ
た
巨
大
な
雪
山
で

ソ
リ
乗
り
ゲ
レ
ン
デ
を
作
り
パ
ン

食
い
競
争
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

こ
の
時
期
に
触
れ
る
た
く
さ
ん
の

雪
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

開
花
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
た
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
も
満
開
で
見
ご
ろ
を

迎
え
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々

も
記
念
撮
影
な
ど
し
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
ご
観
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
日
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
武
尊

牧
場
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

満開のレンゲツツジ

ソリ乗りゲレンデでパンくい競争

共
同
募
金
か
ら　

車
イ
ス
対
応
車
両
を
配
分

　

片
品
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
群
馬

県
共
同
募
金
会
よ
り
、
軽
自
動
車
の

車
イ
ス
対
応
車
両
の
特
別
配
分
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
毎
年
村
民
の
皆
様
に

ご
協
力
頂
い
て
い
る
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
特
別
配
分
と
し
て
行
わ
れ
、

福
祉
車
両
購
入
時
の
約
８
割
が
助
成

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
配
分
さ
れ
た
車
両
は
ス
ロ
ー

プ
に
よ
り
、
車
イ
ス
の
ま
ま
乗
車
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常

は
４
名
乗
車
で
す
が
、
車
イ
ス
を
積

載
し
た
時
に
は
定
員
３
名
に
な
り
ま

す
。

　

近
年
高
齢
化
が
進
む
と
共
に
通
院

等
の
需
要
が
増
え
、
車
イ
ス
対
応
車

両
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い
た
中

で
の
配
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
申
請
書
の
提
出
に
よ

り
、
村
民
の
方
へ
貸
し
出
し
を
す
る

予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

第
56
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
兼
第
16
回
区
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

６
月
９
日
（
水
）
サ
エ
ラ
Ｃ
Ｃ
尾

瀬
に
於
い
て
、
標
記
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し

た
。

　

各
区
選
手
を
は
じ
め
総
勢
１
１
６

名
が
参
加
し
、
選
手
は
和
気
あ
い
あ

い
の
中
に
も
真
剣
な
プ
レ
ー
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
し
た

★
村
民
ゴ
ル
フ　

　

優　

勝　

梅
澤　

吉
朗
（
６
区
）

　

準
優
勝　

小
林　
　

清
（
８
区
）

　

第
３
位　

須
藤　

昭
弘
（
４
区
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス　

萩
原
裕
文
（
72
）

★
区
対
抗
ゴ
ル
フ

　

優　

勝　

第
６
区

　

準
優
勝　

第
１
区

　

第
３
位　

第
５
区

　

各
区
選
手
役
員
の
皆
さ
ん
、
終
日

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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～じゃがいもを使った料理～

お
ち
ょ
く
る
・
お
ち
ゃ
ら
か
す

片  

品  

�  

方  

言�

27

と
り
っ
か
ち
・
と
り
っ
く
ら

　

人
々
が
真
剣
に
な
に
や
ら
話
し
合
い
を
し
て
い
る
所
へ
横
槍
を
入
れ
る
よ
う
に
、
そ

ば
で
聞
い
て
い
た
人
が
馬
鹿
に
し
て
い
る
よ
う
な
事
を
話
し
出
す
。

　

真
剣
に
話
し
合
い
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
は
問
題
外
の
こ
と
な
の
で
呆
気
に
取
ら
れ

な
が
ら
も
、
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
、
そ
ば
で
聞
い
て
い
た
人
の
行
為
を
﹁
お

ち
ょ
く
る
﹂﹁
お
ち
ゃ
ら
か
す
﹂
と
い
い
ま
す
。﹁
か
ら
か
う
﹂
や
﹁
軽
蔑
﹂
と
同
義
で
す
。

　
﹁
お
ち
ゃ
ら
か
す
﹂
の
語
源
は
、﹁
お
﹂
は
接
頭
語
。﹁
ち
ゃ
ら
﹂
は
﹁
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
﹂

の﹁
ち
ゃ
ら
﹂
と
同
意
の﹁
で
た
ら
め
・
で
ま
か
せ
・
う
そ
を
つ
く
人
に
な
ぞ
ら
え
て
い
う
﹂

の
﹁
ち
ゃ
ら
﹂。﹁
か
す
﹂
は
﹁
叱
り
こ
と
ば
・
こ
ご
と
﹂
の
意
で
す
。︵
脅
か
す
・
お
び

や
か
す
の
﹁
か
す
﹂︶

　

こ
れ
を
ま
と
め
て
﹁
お
ち
ゃ
ら
か
す
﹂
は
﹁
い
い
加
減
な
事
を
言
い
な
が
ら
時
々
批

判
を
す
る
﹂
と
解
釈
で
き
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
﹁
お
ち
ょ
く
る
﹂
も
ほ
ぼ
同
意
で
﹁
本
意
も
無
く
調
子
を
合
わ
せ
る
﹂
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、﹁
お
ち
ょ
く
る
﹂﹁
お
ち
ゃ
ら
か
す
﹂
は
﹁
質
︵
た
ち
︶﹂

が
悪
い
で
す
ね
。

　
﹁
と
り
っ
か
ち
﹂
と
は
あ
る
物
の
奪
い
合
い
を
し
て
勝
っ
た
者
の
所
有
物
と
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
要
す
る
に
奪
い
合
い
︵
争
奪
戦
︶
に
勝
っ
た
の
で
す
。

　
﹁
と
り
っ
く
ら
﹂は﹁
と
り
っ
か
ち
﹂と
良
く
似
て
い
ま
す
が
、﹁
と
り
っ
く
ら
﹂の﹁
く
ら
﹂

は
、
奪
い
合
っ
た
物
の
質
量
を
競
い
﹁
較
べ
る
﹂
が
短
略
さ
れ
﹁
く
ら
﹂
に
な
っ
た
も

の
で
し
ょ
う
。﹁
徒
競
走
﹂の
こ
と
を﹁
と
び
っ
く
ら
﹂。﹁
大
食
い
・
早
食
い
﹂の
こ
と
を﹁
食

い
っ
く
ら
﹂
ほ
か
に
﹁
飲
み
っ
く
ら
﹂
な
ど
、片
品
こ
と
ば
に
は
﹁
較
べ
る
﹂
を
﹁
く
ら
﹂

と
い
う
短
略
詞
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
﹁
と
り
っ
か
ち
﹂
と
﹁
と
り
っ
く
ら
﹂
の
違
い
は
﹁
勝
ち
﹂
と
﹁
較
べ
﹂
の
違
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
強
い
者
が
勝
者
に
な
る
こ
と
に
通
じ
ま
す
。
然
し

真
の
勝
者
、
強
い
者
は
弱
者
を
守
り
抜
い
て
こ
そ
強
者
で
す
。
日
本
文
化
で
も
﹁
弱
い

者
い
じ
め
は
人
間
の
恥
﹂
と
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　

大
竹　

将
彦

我 が 家 の 自 慢 料 理 ６
月
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
６
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
の

７
日
間
、
６
月
定
例
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
22
年
度
補
正
予
算
ほ
か

の
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
条
例
関
係

・
片
品
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又

は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
地

方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
連
す

る
片
品
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正
で
す
。

・
片
品
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
及
び
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る

片
品
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
係
す
る
条
例
の
改
正
で
す
。

◎
補
正
予
算

　

平
成
22
年
度
の
各
会
計
の
補
正
予

算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
（
第
１
号
）

　

既
定
の
予
算
総
額
に
、
７
５
０
万

４
千
円
を
追
加
し
て
総
額
を
32
億

２
，
１
５
０
万
４
千
円
に
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
繰
入

金
、
諸
収
入
が
増
え
、
歳
出
で
は
、

総
務
費
で
庁
用
自
動
車
購
入
費
、
教

育
費
で
小
中
学
校
の
バ
ス
借
り
上
げ

代
、
諸
支
出
で
公
営
企
業
補
助
金　

等
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

・
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
（
第
１

号
）

　

当
初
予
算
に
お
い
て
収
益
的
支
出

に
老
朽
化
し
た
尾
瀬
ロ
ッ
ジ
の
ボ
イ

ラ
ー
修
繕
費
用
６
０
０
万
円
を
計
上

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
同
額
６
０
０

万
円
を
収
益
的
収
入
の
一
般
会
計
補

助
金
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
し
た

が
、
融
雪
後
の
現
地
再
調
査
に
よ
っ

て
工
事
内
容
を
配
管
工
事
ま
で
拡
大

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
予
算
執

行
区
分
を
収
益
的
収
支
か
ら
資
本
的

収
支
に
変
更
す
る
た
め
の
振
替
、
お

よ
び
修
繕
費
用
と
補
助
金
額
を
そ
れ

ぞ
れ
２
８
０
万
円
増
額
し
て
８
８
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

◎
契
約

・
物
件
売
買
契
約
の
締
結

　

予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
物

件
の
取
得
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
第
１
分
団
に
配
置
す
る
消

防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
購
入

契
約
（
８
，
９
７
７
，
５
０
０
円
）

に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議
会
構
成
の
変
更

　

新
し
い
副
議
長
に
吉
野
勲
氏
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
二

つ
の
常
任
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副

委
員
長
が
互
選
に
よ
り
決
定
し
ま
し

た
。

・
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

星
野
完
治

　

副
委
員
長　

飯
塚
美
明

・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

笠
原
耕
作

　

副
委
員
長　

星
野
侃
三

・
観
光
産
業
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

髙
橋
正
治

　

副
委
員
長　

星　

長
命

◎
一
般
質
問

　

４
名
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

・
三
つ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取

り
組
み
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
飯
塚
美
明
議
員
）

・
む
ら
づ
く
り
振
興
策
に
つ
い
て

　
（
萩
原
日
郎
議
員
）

・
公
約
の
実
現
に
つ
い
て

（
笠
原
耕
作
議
員
）

・
片
品
村
内
で
人
工
透
析
が
で
き
る

病
院
の
誘
致
に
つ
い
て

（
星　

長
命
議
員
）

◎
そ
の
他

・
報
告
事
項

　

平
成
21
年
度
か
ら
22
年
度
に
明
許

繰
越
し
た
、
防
災
情
報
通
信
設
備
整

備
事
業
、
住
民
セ
ン
タ
ー
等
ト
イ
レ

水
洗
化
事
業
、
議
事
堂
音
響
整
備
事

業
、
庁
舎
屋
根
整
備
事
業
、
役
場
駐

車
場
整
備
事
業
、
地
デ
ジ
難
視
聴
解

消
事
業
、
土
出
・
戸
倉
地
区
光
ケ
ー

ブ
ル
敷
設
事
業
、
子
ど
も
手
当
シ
ス

テ
ム
開
発
事
業
、
片
品
保
育
所
外
部

フ
ェ
ン
ス
取
替
事
業
、
片
品
南
保
育

所
落
雪
防
止
事
業
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
屋
根
整
備
事
業
、
寄
居
山
温
泉

セ
ン
タ
ー
修
繕
事
業
、
花
の
谷
公
園

内
通
路
整
備
事
業
、
村
道
整
備
事
業
、

除
雪
車
格
納
庫
整
備
事
業
、
村
営
住

宅
整
備
事
業
、
村
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

整
備
事
業
の
17
事
業
の
財
源
等
の
計

算
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
片
品
村
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

須
藤
照
義
氏
を
片
品
村
公
平
委
員
会

委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

小
山
倫
太
郎
氏
を
人
権
擁
護
委
員
に

推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
請
願

・
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
全
国
中
学

校
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
大
会

の
誘
致
並
び
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
に
関
す
る
請
願
（
片
品

村
ス
キ
ー
場
連
絡
協
議
会
長
ほ
か
１

名
）

（
趣
旨
採
択
）

◎
発
議

・
議
員
定
数
及
び
議
員
報
酬
を
検
討

す
る
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
発

議
が
あ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　

村
議
会
は
村
の
将
来
に
関
す
る
重

要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

作り方

●ワンポイント
お酒のおつまみ用には少し辛くしたり、オリーブをきざんで加えて、また、野菜
嫌いのお子さんは、野菜を細かく切ってミートソースの中に入れたりすると
よいです。

材料 パイシーﾄ2枚分

じゃがいも
パイシート ( 冷凍 )
ドライパセリ
塗り用卵黄

【ミートソース】
にんにく
牛豚合挽肉
玉ねぎ
油
ﾃﾞﾐｸﾞﾗｽｿｰｽ( 缶 )
ﾄﾏﾄｹﾁｬｯﾌ
砂糖

塩
ﾍﾞｰｷﾝｸﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ
粉チーズ
ナツメグ

・・・中 3 個
・2 枚

・・・少々
・・・・少々

・・・・1/2 片
・・・175ｇ

・・・・・・1 個
・・・・・・・・少々

・150ｇ
・・大さじ１～ 2

・・・・大さじ 1/2

・・・・・小さじ 1/2
・・少々

・・大さじ 1/2
・少々 ( あれば )

Ａ

①オーブンを２００℃で予熱しておく。
②じゃがいもは皮をむいて、３～５㎜厚さの半月切り又はいちょう切りにし、軟らかく 
　茹で、水気をきっておく。
③にんにくはみじん切り、玉ねぎは粗みじん切りにする。フライパンにサラダ油少々を
　入れ、にんにくを入れて炒め、香りを出す。玉ねぎのみじん切りを加えて、しんなり
　するまで炒め、ひき肉を加えてよく炒める。
④③にデミグラスソースを加え、少し煮込む。
⑤④にＡの調味料を加え、味を馴染ませる。
⑥⑤のミートソースに②のじゃがいもを入れ、
　ざっくりと混ぜる。
⑦パイシートにフォークで穴を開け、⑥を平らにのせ、パセリを振る。もう１枚のパイシー
　トをのせ、フォークで周りを押さえてとじ、溶いた卵黄をハケで塗り、２２０℃のオー
　ブンで１５～１８分くらいこんがり焼く。

●じゃがいもの効能
豊富なカリウムが血圧を安定させ、高血圧を予防します。

（約 20cm×10cm）



08

教育・生涯学習

広 報 か た し な        H22 . 7
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広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
二
年
六
月
俳
句
会

教育委員会　8 月の諸行事

☆生涯学習・社会体育関係
・子ども会球技大会
・区対抗野球
・ｳﾞｧｲｵﾘﾝ･ﾚｯｽﾝ･ｺﾝｻｰﾄ
・かたしな子どもｷｬﾝﾌﾟ
・村民ソフトテニス大会

☆学校関係
・村内小学校泳力記録会
・行事をもたない週（家庭の日）
　　　　　　　　　　
・第 2 学期始業式

◇片小 
・PTA 役員会議②
　いよいよ夏休みとなります。学校から配布され
ました「夏休みのたより」などをもとに、交通事
故や水の事故、不審者には特に気をつけて、規則
正しい生活が送れることを願っております。

◇北小 
・PTA 本部役員会④　　　　　　
　北地区合同運動会会議
・校内水泳記録会
　校内水泳記録会では、子どもたちが練習の成果
を力一杯発揮しますので、ご声援をよろしくお願
いします。

◇南小
・南小・３区運動会合同会議
・プール納め
　夏季休業中は、決まった仕事を親子で話し合っ
て決め、続けさせてほしいと思います。家族の一
員としての自覚、将来の社会生活へ順応のために
大切だと思います。

◇武尊根小
・武尊根ナイトフェスティバル
・運動会役員合同会議
・校内水泳記録会
　12 回目となるナイトフェスティバルは、PTA
主催で健全育成を目的として行われます。様々な
昔の遊びやキャンプファイヤー、バーベキューな
どが用意され、子どもたちは大変楽しみにしてい
ます。今回は、15 年前に卒業生が埋めたタイム
カプセルも掘り起こされます。

◇片中
・郡市少年の主張大会
　２学期も様々な行事があります。引き続き、地
域の方々のご協力をお願いいたします。

1 日 ( 日 )
2 日 ( 月 ) ～
11 日 ( 水 )

19 日 ( 木 )･20 日 ( 金 )
29 日 ( 日 )

2 日 ( 月 )

　　　　　　　　　　11 日 ( 水 ) ～ 17 日 ( 火 )
25 日 ( 水 )

27 日 ( 金 )
  

　　　　　　
26 日 ( 木 )
27 日 ( 金 )

　

24 日 ( 火 )
26 日 ( 木 )

　

7 日 ( 土 )
19 日 ( 木 )
26 日 ( 木 )

　

26 日 ( 木 )
　

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

宮本常一集
全４３巻

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊土日、祝日はお休みです。

図 書 室 カレンダー   8 月

『むしろ日本の民族というものは単純ではなく、伝承せられ
る民俗もその祖形においても単純ではなかった・・・』民俗
学者、宮本常一集全４３巻を鎌田、星野幸市さんより寄贈し
ていただきました。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

31

1 2 3 4 5 76
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

桑
の
実
の
甘
き
思
い
出
下
校
の
子

人
生
の
道
は
ゆ
っ
く
り
か
た
つ
む
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

山
若
葉
己
が
思
案
の
小
さ
き
こ
と

オ
ー
ロ
ラ
の
や
う
に
万
緑
映
す
湖

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

句
碑
の
前
追
憶
し
ば
し
椎
若
葉

山
神
の
供
華
か
浄
よ
ら
に
朴
の
花

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

雨
き
ざ
す
谷
静
か
な
り
青
葉
菟

葉
ざ
く
ら
や
風
の
す
が
し
き
大
御
堂

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

夏
急
ぎ
働
き
ア
リ
と
似
た
私

杜
若
花
は
三
日
の
潔
さ

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

沢
一
つ
埋
め
て
真
白
に
山
人
参

手
直
し
の
苗
田
老
婦
菅
の
笠

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

横
降
り
の
雨
に
耐
え
け
り
白
牡
丹

四
十
年
語
る
む
か
し
や
花
あ
や
め

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

湧
水
も
新
茶
も
旨
し
夏
と
な
る

鯛
吊
草
触
れ
ば
揺
れ
の
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

尾
瀬
芽
吹
若
葉
が
匂
う
日
の
光
り

念
願
の
片
目
だ
る
ま
や
春
遠
し

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
ど
こ
ま
で
も
夢
を
追

い光
吸
い
百
樹
の
若
葉
匂
い
け
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

活
造
り
鯛
の
目
と
合
う
夏
の
宿

変
り
行
く
風
ゆ
る
や
か
な
衣
替

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

霧
雨
に
し
め
り
て
流
る
子
守
唄

夏
草
や
猫
し
な
や
か
に
く
ぐ
り
ぬ
け

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

忠
魂
碑
夕
影
の
な
か
夏
近
く

夏
座
敷
碁
友
と
過
ご
し
家
路
か
な

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

は
や
ぶ
さ
の
還
る
大
空
梅
雨
近
し

時
不
順
仱
害
の
年
思
い
出
す

Hello, everyone.  Summer has arrived 
and I am sweating constantly!  I already 
wish it was cooler.  As soon as we enter 
a new season, I tend to instantly miss the 
previous one.  Oh well, itʼ s okay.  There are many things I 
love about the month of July, so I think I can get by.  
First of all, I am very excited for Independence Day.  In the 
United States, Independence Day is celebrated on July 4th.  
Many people watch fireworks and have barbeques, parades, 
and parties.  Everyone likes to be outside while enjoying the 
sun and participating activities. 
In  add i t i on ,  I  am ve ry  exc i t ed  f o r  the  day  a f t e r  
Independence Day.  Why?  Because it is my birthday!  I 
canʼ t believe I will be turning 25 years old!  Have a 
wonderful month.
 
　皆さん、こんにちは。夏がやってきて、絶えず汗をかいています！
もっと涼しくなるといいと既に思っています。私は新しい季節に
入ると、その瞬間に , その前の季節が懐かしくなりがちです。まあ、
大丈夫です。７月の中には、好きなことが沢山あるので、耐えら
れるだろうと思います。
　最初に、独立記念日を楽しみにしています。アメリカでは７月
４日に独立記念日が祝われます。花火を見たり、バーベキューや
パーティを行ったりする人は多いです。みんなは外に出て色々活
動し、太陽を楽しみます。
　それに、独立記念日の次の日にとてもわくわくしています。な
ぜかというと、それは私の誕生日だからです。でも、２５歳にな
るなんて信じられません！皆さん、楽しい７月を。

ブライアン通信
The Best of July

７月のベスト

　
　
　

　
﹁
食
﹂
と
い
う
文
字
は
︻
人
を
良
く

す
る
︼
と
書
き
ま
す
。
ま
た
、
料
理

に
は
、
そ
の
料
理
を
作
る
の
に
費
や

し
た
人
の
時
間
、
思
い
が
入
っ
て
い

ま
す
。
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
食

べ
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

す
。
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
喜
び

そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
多
く
の
人

に
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、﹁
お
弁
当
の
日
﹂
が
全
国
各

地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
﹁
お

弁
当
の
日
﹂
が
広
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち

に
お
弁
当
作
り
を
通
し
て
、﹁
食
﹂
へ

の
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
欲
し
い
か

ら
で
す
。

　

片
品
村
で
は
、
年
五
回
﹁
お
弁
当

の
日
﹂
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

�
お

弁

当

の

日
�

年
度
、
一
回
目
の
﹁
お
弁
当
の
日
﹂

は
六
月
一
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
片
品
小
学
校
で
は
、
四
つ

の
コ
ー
ス
で
お
弁
当
作
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
四
つ
の
コ
ー
ス
を

紹
介
し
ま
す
。

①﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
﹂

　

お
弁
当
作
り
の
全
て
を
自
分
で
す

る
コ
ー
ス
で
す
。

②﹁
が
ん
ば
る
コ
ー
ス
﹂

　

基
本
的
に
は
自
分
で
作
る
が
、
家

族
の
人
に
も
少
し
手
伝
っ
て
も
ら
う

コ
ー
ス
で
す
。

③﹁
な
か
よ
し
コ
ー
ス
﹂

　

ほ
と
ん
ど
家
族
の
人
に
作
っ
て
も

ら
う
け
れ
ど
、
お
弁
当
箱
に
お
か
ず

を
つ
め
る
な
ど
、
家
族
の
人
と
一
緒

に
お
弁
当
作
り
を
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

④﹁
あ
り
が
と
う
コ
ー
ス
﹂

　

家
族
の
人
に
全
て
作
っ
て
も
ら
う

け
れ
ど
、﹁
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
﹂
の
言
葉
は
大
き
く
、
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

こ
の
四
つ
の
コ
ー
ス
に
良
い
悪
い

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
の
実

態
に
応
じ
た
無
理
の
な
い
お
弁
当
作

り
を
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
﹁
お
弁
当
の
日
﹂
を
終
え
て
子
ど
も

た
ち
か
ら
、﹁
お
に
ぎ
り
に
ぎ
っ
た

よ
。﹂﹁
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
作
っ

て
楽
し
か
っ
た
。﹂
と
嬉
し
そ
う
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
嬉
し
そ
う

な
表
情
を
見
る
と
私
も
嬉
し
く
な
り
、

そ
れ
と
同
時
に
、
朝
の
忙
し
い
時
間

帯
に
、
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
ご

家
族
の
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
﹁
お
弁
当
の
日
﹂
を
通
し
て
、
栄
養

面
を
考
え
て
作
っ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス

良
く
作
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
大
切
で
す
。
そ
れ
と
同
様
に
、

食
事
を
作
る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
早

起
き
し
て
、
お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ

た
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ

る
こ
と
は
大
切
で
す
。
そ
の
気
持
ち

を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
﹁
お
弁
当
の
日
﹂が﹁
食
﹂へ
の
興
味
・

関
心
を
高
め
、
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
日
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

片
品
小
学
校　

星
野　

彩
香
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お 

し 

ら 

せ

父
子
家
庭
な
ど
へ
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
が
始
ま
り
ま
す

募　
　
　

集

所
得
税
の
予
定
納
税
に
つ
い
て

貸
金
業
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

下
水
道
排
水
設
備

工
事
指
定
店
へ
の
お
願
い

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

　

児
童
扶
養
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、

支
給
対
象
が
、
母
子
家
庭
又
は
養
育

者
に
加
え
、
新
た
に
父
子
家
庭
な
ど

の
父
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◆
対
象

　

次
の
両
方
に
該
当
す
る
児
童
を
監

護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
父
子
家
庭
な
ど
の
父

○
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

※

障
害
児
の
場
合
は
20
歳
未
満　

○
母
が
次
の
い
ず
れ
か
の
状
況
に
あ

る・
離
婚

・
死
亡
又
は
生
死
不
明 

・
重
度
の
障
害
者

※

所
得
、
年
金
受
給
な
ど
に
よ
り
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

◆
申
請
及
び
手
当
の
支
給

○
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合

・
７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
人…

８
月
分
か
ら

・
８
月
１
日
〜
11
月
30
日
ま
で
に
支

給
要
件
に
該
当
し
た
人…

要
件
に
該

当
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

※

11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す

◆
手
当
額

（
月
額
）
４
万
１
，
７
２
０
円
（
全

額
支
給
の
場
合
）

◆
申
請
受
付
開
始
日

　

７
月
１
日
〜

◆
申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙

◆
申
請
用
紙
配
布
場
所
・
申
請
・
問

い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
５

　

借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た

め
、
本
年
６
月
18
日
に
貸
金
業
法
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

﹇
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
﹈

◎
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
額
の

新
規
の
借
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

◎
借
入
の
際
、
基
本
的
に
「
年
収
を

証
明
す
る
書
類
」
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

◎
法
律
上
の
上
限
金
利
が
29
．
２
％

か
ら
借
入
金
額
に
応
じ
て
15
〜
20
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
借
り
な
い

で
！

　

借
金
の
返
済
は
１
人
で
悩
ま
ず
、

お
早
め
に
相
談
を
！

﹇
多
重
債
務
相
談
窓
口
﹈

●
関
東
財
務
局
前
橋
財
務
事
務
所

　

☎
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
９
５

　

平
日　

８
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

●
群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
７
（
２
２
３
）
３
０
０
１

　
　
　

平
日
９
時
〜
17
時

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
２
６
６

土
日
９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
の
み
）

※

法
律
の
詳
し
い
内
容
は
金
融
庁
Ｈ

Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

所
得
税
の
予
定
納
税
（
第
一
期
分
）

の
納
期
は
、
平
成
22
年
８
月
２
日
で

す
。
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方

は
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
下
さ
い
。

　

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
な
い
方

は
金
融
機
関
ま
た
は
沼
田
税
務
署
で

納
付
し
て
下
さ
い
。

　

納
付
税
額
が
30
万
円
以
下
の
場
合

は
、
送
付
し
た
バ
ー
コ
ー
ド
付
納
付

書
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
電
子
納
税
を
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。　

詳
し
く
はe-Tax

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

廃
業
や
業
況
不
振
、
災
害
な
ど
の

理
由
に
よ
り
、
平
成
22
年
６
月
30
日

の
現
況
で
、
平
成
22
年
分
の
「
申
告

納
税
見
積
額
」
が
、
税
務
署
か
ら
通

知
さ
れ
た
「
予
定
納
税
基
準
額
」
よ

り
も
少
な
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
場

合
は
、
平
成
22
年
７
月
15
日
ま
で
に

「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」
を

税
務
署
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
下
さ
い
。

　

☎（
２
２
）
２
１
３
１

　

自
動
音
声
の
案
内
に
従
っ
て
番
号

「
１
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年

『
夏
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
』

●
実
施
期
間

　

平
成
22
年
７
月
15
日
〜
平
成
22
年

８
月
31
日

●
推
進
目
標　

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健
や
か
に

成
長
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
よ

う
　

○
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
正
し
い
利
用
の
仕
方
を
家
族
で
話

し
合
お
う
。

　

○
地
域
の
力
で
心
豊
か
な
子
ど
も

を
育
て
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

▽
期
間　

７
月
12
日
〜
21
日

▽
ス
ロ
ー
ガ
ン　
『
無
く
す
事
故　

　

群
馬
の
道
か
ら
わ
が
身
か
ら
』

▽
運
動
の
重
点

・
高
齢
者
の
事
故
防
止

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

　

運
転
者
は
安
全
運
転
を
励
行
す
る

と
と
も
に
、
歩
行
者
は
反
射
材
等
目

立
つ
物
を
身
に
つ
け
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

試　
　
　

験

「
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
よ
う
」

　

あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
起
こ
る
、

急
な
病
気
や
突
然
の
け
が
で
、
呼
吸

が
止
ま
っ
た
！
脈
拍
が
触
れ
な
い
！

出
血
が
止
ま
ら
な
い
！
こ
ん
な
と

き
、
あ
な
た
が
行
う
応
急
手
当
が
そ

の
人
の
生
命
を
救
う
た
め
に
大
き
く

役
立
ち
ま
す
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
救

急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な

時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

が
適
切
に
応
急
手
当
で
き
る
よ
う
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
入
れ
た
個
人
向
け
普

通
救
命
講
習
会
の
参
加
者
を
一
般
募

集
し
ま
す
。

☆
実
施
時
期
・
場
所

　

平
成
22
年
８
月
22
日
（
日
）

　

利
根
沼
田
広
域
「
中
央
消
防
署
」

●
受
講
料

　

費
用
は
無
料
（
受
講
者
に
は
講
習

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。）

●
実
施
時
刻

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
（
８
時

30
分
か
ら
受
付
開
始
）

●
申
込
場
所

　

最
寄
り
の
消
防
署
で
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
電
話
申
込
・

土
・
日
・
祝
日
も
受
付
）

●
締
め
切
り

　

平
成
22
年
８
月
20
日
（
金
）
又
は

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
そ
の
他

　

講
習
は
実
技
を
中
心
に
行
い
ま
す

の
で
動
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
署
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
中
央
消
防
署
☎（
２
４
）
１
７
３
４

・
東
消
防
署　

☎（
５
６
）
２
３
０
０

・
西
消
防
署　

☎（
６
４
）
０
０
０
２

・
北
消
防
署　

☎（
７
２
）
４
３
４
９

○
日
時　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

○
会
場　

高
崎
経
済
大
学

（
高
崎
市
上
並
榎
町
１
３
０
０
番
地)

○
受
験
料　

８
，
５
０
０
円

○
受
検
申
込
書
の
配
布

　
　
　

８
月
２
日
〜
８
月
31
日

○
受
検
申
込
の
受
付

　
　
　

８
月
２
日
〜
８
月
31
日

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
建
設
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
４

平成２２年度自衛官等採用試験のお知らせ

＊防衛省では、平成２２年度各種自衛官等の採用試験を次のとおり行っています。

※　詳しいことは、自衛隊沼田地域事務所　☎（２３）４１１１まで問い合わせてください。

募集説明会を平成２２年７月２８日（水）午後１３：００～１５：００に役場内で実施します。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

　

平
成
20
年
度
の
「
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
」
資
格
の
制
度

改
正
に
よ
り
、
資
格
の
有
効
期
限
が

５
年
と
定
め
ら
れ
、
平
成
19
年
度
以

前
に
資
格
を
取
得
し
た
責
任
技
術
者

は
、
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て

の
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
講
習
を
受
講
し
な
い
と
資
格
が

失
効
と
な
り
ま
す
の
で
村
内
の
指
定

工
事
店
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
社

の
責
任
技
術
者
の
資
格
更
新
の
状
況

等
に
ご
注
意
下
さ
い
。

○
対
象
者

　

免
状
番
号
２
８
５
１
〜
４
３
５
０

番
及
び
前
年
度
対
象
者
で
未
受
講
の

方
（
対
象
者
へ
は
自
宅
に
書
類
が
郵

送
）

○
申
込
期
間

　

７
月
１
日（
木
）〜
７
月
30
日（
金
）

○
受
講
日　

８
月
27
日
（
金
）
又
は

　

９
月
24
日
（
金
）

○
免
状
番
号
が
２
８
５
１
番
よ
り
前

で
未
受
講
の
方
が
い
た
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
建
設
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
１
１
４
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鎌
田
寿
会
の
み
な
さ
ん
（
鎌
田
）

平成２２年度  軽自動車税第１期・固定資産税第１期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

固定資産税
保 　

健　

 

だ　

 

よ　

 
り

熱
中
症
と
は

　

暑
さ
に
よ
っ
て
身
体
が
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
た
状
態
。

・
起
こ
り
や
す
い
状
況

　

梅
雨
明
け
時
期
・
気
温
が
急
に
高

く
な
っ
た
時
・
気
温
は
高
く
な
い
が

湿
度
が
高
い
時
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や

砂
地
の
上
に
い
る
時
・
入
浴
中
・
体

育
館
で
運
動
中
等

・
な
り
や
す
い
人

　

高
齢
者
・
乳
幼
児
・
肥
満
者
・
病

気
等
で
体
力
が
弱
っ
て
い
る
人
・
激

し
い
労
働
や
運
動
中
の
人

・
症
状

　

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
・
筋
肉
の

こ
む
ら
返
り
・
大
量
の
発
汗
・
全
く

汗
を
か
か
ず
身
体
の
中
に
熱
を
た
め

る
こ
と
も
あ
る
・
頭
痛
・
気
分
不
快
・

吐
き
気
・
嘔
吐
・
だ
る
い
・
意
識
障
害
・

け
い
れ
ん
等

・
応
急
処
置

　

熱
中
症
は
軽
症
か
ら
重
症
ま
で

様
々
で
す
が
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

①
涼
し
い
環
境
に
避
難

　

風
通
し
の
良
い
日
陰
、
ク
ー
ラ
ー

が
効
い
て
い
る
室
内
等

②
脱
衣
と
冷
却

　

衣
服
を
脱
が
せ
る
・
う
ち
わ
や
扇

風
機
で
扇
ぐ
・
氷
で
首
や
脇
の
下
や

太
も
も
の
付
け
根
等
冷
や
す
等

③
水
分
・
塩
分
の
補
給

　

７
月
号
で
は
、
鎌
田
寿
会
の
み
な

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
取
材
に
あ
た
り
会
長
の
﹃
冨

澤
さ
ん
﹄
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

冨
澤
会
長
は
鎌
田
寿
会
の
会
長
兼

村
内
13
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
連
合
会
長
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
寿
会
の
会
長
は

２
期
目
で
事
務
局
や
役
員
を
含
め
る

と
10
年
以
上
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
田
寿
会
は
会
員
１
３
１
名
で
構

国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　

国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請

を
す
る
と
、
本
人
・
配
偶
者
及
び
世

帯
主
︵
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯

主
は
除
か
れ
ま
す
︶
の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ

れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
免
除
︵
若
年
者
納

付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
︶

さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除

︵
４
分
の
１
納
付
︶、
半
額
免
除
︵
半

額
納
付
︶、
４
分
の
１
免
除
︵
４
分

の
３
納
付
︶
が
あ
り
、
所
得
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
出

来
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除
が
承
認

さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料

を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
及

び
若
年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、

翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

︵
継
続
申
請
︶
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︵
失
業
等
に
よ
る
理
由
を
除
く
︶。

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続

申
請
を
し
て
い
な
い
方
、
一
部
免
除

の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、
６
月

で
承
認
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
合
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
片
品

村
役
場
住
民
課
の
国
民
年
金
係
へ
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
係

　

☎
０
２
７
９
︵
２
２
︶
１
６
０
７

［
８
月
１
日
に
高
齢
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。］　

﹁
高
齢
受
給
者
証
﹂
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
で
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
に
は
、
記
号
・
番

号
や
氏
名
の
ほ
か
、
一
部
負
担
金
の

割
合
﹁
１
割
ま
た
は
３
割
﹂
が
記
載

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
割
合
は
、
前
年

の
所
得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

８
月
以
降
受
診
時
は
、
国
民
健
康

保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
忘
れ

ず
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て

下
さ
い
。

［
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
申
請
に
つ
い
て
］

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

対
象
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
方
が
入
院
さ
れ
る
場
合

﹁
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
﹂
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く

と
、
一
ヶ
月
当
た
り
の
自
己
負
担
限

度
額
及
び
食
事
代
が
減
額
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
を
受
け
る
に
は
、
役
場

保
健
福
祉
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
後
に
認
定
証
を
交
付

し
ま
す
。

［
認
定
証
の
有
効
期
限
］

　

平
成
22
年
８
月
１
日
～

　

平
成
23
年
７
月
31
日

［
用
意
す
る
も
の
］

　

被
保
険
者
証
・
印
鑑

︽
70
歳
未
満
の
人
は
入
院
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。︾

　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
窓

口
で
の
支
払
が
限
度
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
国
保
係

　
　
　
　
　

☎︵
５
８
︶
２
１
１
５

年　

金　

だ　

よ　

り

年　

金　

だ　

よ　

り

国　

保　

だ　

よ　

り

国　

保　

だ　

よ　

り

熱
中
症
に
つ
い
て

　

意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
事
を

確
認
し
て
、
冷
た
い
水
や
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
を
与
え
る

④
医
療
機
関
へ
運
ぶ

　

水
分
が
飲
め
な
い
場
合
は
①
②
と

同
時
進
行
で
救
急
車
の
手
配
を
行

う
・
そ
れ
以
外
の
場
合
も
医
療
機
関

で
輸
液
等
受
け
る

・
予
防

①
体
調
管
理

　

寝
不
足
で
体
力
低
下
、
下
痢
で
脱

水
症
と
い
う
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

体
調
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

②
水
分
補
給

　

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
暑
い
日
は
こ
ま
め

に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
水
だ
け
で
は

吸
収
が
良
く
な
い
の
で
塩
分
や
水
分

が
含
ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
が
最
適

③
服
装
・
日
よ
け

　

服
装
は
通
気
性
の
良
い
素
材
、
熱

を
吸
収
し
に
く
い
色
合
い
を
選
び
ま

し
ょ
う
。
帽
子
や
日
傘
も
使
い
ま
し

ょ
う

④
暑
い
時
期
の
ス
ポ
ー
ツ

　

こ
の
時
期
は
急
激
な
激
し
い
運
動

を
し
な
い
、
涼
し
い
時
間
帯
に
す
る
、

休
憩
や
水
分
補
給
を
頻
繁
に
す
る
等

の
工
夫
を
す
る

軽自動車税 村全体軽自 村全体固定

成
さ
れ
、
年
８
回
の
役
員
会
な
ど
を

行
い
、
年
間
の
行
事
や
作
業
計
画
を

立
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

奉
仕
作
業
と
し
て
、
４
月
か
ら
10

月
末
ま
で
の
間
、
笠
科
神
社
・
住
民

セ
ン
タ
ー
・
消
防
詰
所
・
鎌
田
ロ
ー

タ
リ
ー
周
辺
の
草
む
し
り
や
花
植
え

作
業
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
小
雨
決

行
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
参

加
者
が
少
な
い
と
き
に
は
時
間
も
か

か
り
、
大
変
な
時
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

現
在
、
村
内
で
も
盛
ん
な
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
競
技
活
動
に
参
加
登
録
し

て
い
る
方
は
50
名
ほ
ど
で
、
笠
科
神

社
の
境
内
で
毎
週
、
月
・
水
・
金
の

午
後
に
練
習
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

練
習
日
を
多
く
設
定
し
、
自
由
に

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

草むしり・花植え作業の様子

で
、
毎
回
20
名
前
後
の
会
員
が
集
ま

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
ス
ト
レ
ス
発

散
に
な
り
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
に
は
最
適
だ
と
話
す
冨
沢
さ
ん
。

　

他
に
も
寿
会
で
は
年
２
回
、
春
と

秋
に
研
修
旅
行
も
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
も
、
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
計
画
し
て

会
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

鎌
田
寿
会
を
は
じ
め
、
村
内
の
連

合
会
員
の
皆
さ
ん
は
元
気
で
活
気
に

満
ち
溢
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
﹃
輝
い

て
い
ま
す
﹄。

　

皆
さ
ん
が
健
康
で
、
ま
す
ま
す
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

グランドゴルフ練習の様子


	1-16P.pdf
	2-3.pdf
	4-5P.pdf
	6-7P.pdf
	8-9.pdf
	10-11P.pdf
	12-13P.pdf
	14-15.pdf

